
1. （様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：（鳥栖市）総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：鳥栖市 

 

 

 ３ 調査圏域：鳥栖市管内 

 

 

 ４ 調査期間：平成 29 年度 

 

 

 ５ 調査概要 

 

本市は、JR 鳥栖駅などの鉄道施設で中心市街地が東西に分断されており、東西

連携の強化を図ることがまちづくりの課題となっている。 

平成 27 年度より鳥栖駅周辺市街地の整備方針を検討していることから、平成 28

年度より、鉄道施設と交差する都市計画道路のあり方についても改めて整理を行

うこととした。 

しかし、平成 28 年度業務において、鉄道交差 3 路線を中心とした都市計画道路

の見直しを進めるにあたって、広域的な道路交通の視点から検討した鳥栖市将来

道路網の方針を定める必要が生じた。 

これを受け、平成 29 年度では、本市の将来動向を踏まえて、国道３号や 34 号

の渋滞解消をはじめとした将来道路網のあり方について、国・県との協議からそ

の方向性を検討の上、本市の将来道路網の方針を策定することを目的とし、将来

の交通課題の把握やネットワークの提案、及び整備効果の把握等の検討を行った。 

 

  



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：（鳥栖市）総合都市交通体系調査 

 

 

 ２ 報告書目次 

§序．業務概要 

 

§１．地域道路網の現状整理 

 

§２．地域の将来像と将来道路網の課題 

 

§３．将来道路網のあり方 

 

§４．国・県との合同会議 

 

§５．打合せ協議 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 
 

 ４ 委員会名簿等： 

（検討懇話会委員） 

 所属 役職等 氏名 

会長 福岡大学 工学部 社会デザイン工学科 教授 柴田
し ば た

 久
ひさし

 

副会長 九州大学 大学院工学研究院 環境社会部門 助教 松永
まつなが

千晶
ち あ き

 

委員 鳥栖市区長連合会 鳥栖地区 会長 蓮本
はすもと

博記
ひ ろ き

 

委員 鳥栖市区長連合会 鳥栖北地区 会長 鈴木
す ず き

正美
ま さ み

 

委員 鳥栖市区長連合会 基里地区 会長 山口
やまぐち

重昭
しげあき

 

委員 鳥栖市区長連合会 田代地区 会長 大石
おおいし

光信
みつのぶ

 

委員 鳥栖商工会議所 専務理事 古賀
こ が

久
ひさ

登
と

 

委員 鳥栖観光コンベンション協会 副会長 中村
なかむら

涼子
りょうこ

 

委員 ＮＰＯ法人とす市民活動ネットワーク 代表 鈴木
す ず き

登美子
と み こ

 

委員 鳥栖地区建築士会 副会長 能
のう

冨素
とみもと

江
え

 

委員 九州旅客鉃道株式会社 施設部 企画課 副課長 山下
やました

義
よし

孝
たか

 

委員 国土交通省 九州地方整備局 佐賀国道事務所 所長 山田
や ま だ

隆則
たかのり

 

委員 佐賀県 県土整備部 都市計画課 課長 福岡
ふくおか

啓
ひろ

功
かつ

 

委員 佐賀県 県土整備部 道路課 課長 平尾
ひ ら お

 健
たけし

 

委員 佐賀県 東部土木事務所 所長 杉野
す ぎ の

 朗
あきら

 

※順不同・敬称略、赤字：合同会議参加機関 

鳥栖市都市計画道路見直し検討懇話会【親委員会】 
（会長：福岡大学工学部 教授 柴田 久） 

鳥栖市都市計画道路見直し検討懇話会 事務局 
（鳥栖市産業経済部 建設課） 

鳥栖市将来道路網方針検討に係る合同会議【作業部会】 
（佐賀国道事務所、佐賀県（都市計画課、道路課）、鳥栖市） 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

 

鳥栖市の将来動向を踏まえた、国道３号や 34 号等の市街地の渋滞解消をはじめ

とした将来道路網のあり方について、国・県との協議からその方向性を検討の上、

鳥栖市の将来道路網の方針（案）を策定することを目的とし、検討を行った。 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

１．地域道路網の現状整理 

H28 年度 

長期未着手 

都市計画道路 

見直し再検証 

1)交通量 

推計 

(現況) 

①交通需給バランス（混雑度） 

②市街地の交通流動 

③道路網の連続性 等 

1)第 1 回（5 月） 

・鳥栖市道路網の 

現状認識 

【問題提起】 

2)第２回（9 月） 

・将来交通需要 

【課題に関する情報

交換】 

3)第３回（１1 月） 

・将来道路網の 

整備方針 

【解決策協議】 

4)第４回（２月） 

・将来道路網案 

【解決策決定】 

４．国・県との 

合同連絡会議 

２．地域の将来像と将来道路網の課題 

3)将来道路網 

の課題 

1)将来交通量 

推計、交通 

流動分析 

都市マス(将来都市構造 ）  

将来構想（道路計画、地域開発、 

関連計画） 

2)路線の位置 

付け・機能 

３．将来道路網のあり方 

1)基本方針 

・整備目標の設定 

2)将来交通量推 

計、将来道路 

網の評価 

3)将来道路網の 

設定 
4)道路の整備効果 



 

 ３ 

 凡     

         

         

         

         

 調査圏域図

     例 

         高速道路

         国道

         主要地方道

         一般県道

調査圏域図 

高速道路 

国道 

主要地方道 

一般県道 

 

調査対象：鳥栖市全域

 

調査対象：鳥栖市全域調査対象：鳥栖市全域 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

序. 業務概要 

本事業では、鳥栖市の将来動向を踏まえ、国道３号や３４号の渋滞解消をはじめとした

将来道路網のあり方について、鳥栖市の将来像及び土地利用構想を踏まえた、交通課題の

把握やネットワークの提案、整備効果の把握等の検討を行った。 

また、これらの検討について、国・県との合同会議にて、その方向性について協議を行

い鳥栖市将来道路網の方針（案）の策定を行った。 

 

１． 地域道路網の現状整理 

現状課題整理の視点 

鳥栖市は、九州の陸路交通網において、九州の南北交通軸（九州縦貫道・国道 3 号）と、

九州の東西交通軸（九州縦断道・国道 34 号・国道 500 号）が交差している。 

鳥栖市を経由する地域間の交通流動をみると、市東側との交通流動以外の断面では約５

割が通過交通である。現状の交通量は、国道 3 号、国道 34 号、（主）久留米基山筑紫野線、

（主）佐賀川久保鳥栖線では約 2 万台を超える交通量となっており、国道 3 号や国道 34 号

は、貨物車等の利用が多い。市内 29 箇所の主要渋滞箇所のうち、21 箇所が国道３号、国道

34 号及び（主）久留米基山筑紫野線にある。国道３号や（主）佐賀川久保鳥栖線などは、

国、県において交通混雑緩和等に向けて事業が進められているが、国道 34 号や国道３号の

事業区間以外は事業化に至っていない。 

また、鳥栖基山都市計画区域マスタープラン（平成 16 年 4 月 28 日、佐賀県）において

は、拠点や軸の形成など将来都市構造が定められている。 

これら鳥栖市の交通課題や上位計画（まちづくり）を踏まえ、交通機能、都市空間機能

の視点から指標を定め、課題把握の分析を行った。 

▼課題整理の視点 

課題整理の視点 指標 分析概要 

交
通
機
能
（交
通
処
理
） 

1）交通需給バランス ・混雑度 

・路線数や交通容量の不足を把握するために、市内断面の需給バラン

スを分析 

・混雑状況を把握するために、市内断面における路線別混雑度を分析 

2）市街地の交通流動 ・通過交通 
・市街地エリアの混雑要因を把握するために、利用交通発着・通過交通

状況を分析 

3)道路網の連続性 

・ネットワークの 

連続性 

・幹線道路のネットワークの連続性を把握するために、車線数や未整

備区間を分析 

・平均トリップ長 
・市街地エリアに流入する長トリップ交通（貨物車等）を把握するため

に、各路線の平均トリップ長を分析 

4)道路網密度 ・道路網密度 
・道路網密度の不足地区を把握するために、地区別、用途別にみた道

路網密度を分析 

都
市
空
間
機
能 

（ま
ち
づ
く
り
） 

1)市民満足度 
・人口カバー率 

・事業所カバー率 

・高速ＩＣ、駅、市役所へのカバー人口（事業所）を把握するために、ア

クセス時間ニーズ※からカバー人口（事業所）割合を把握 

2)生活安全性 
・歩道設置率 ・歩行者安全性を把握するために、市街地エリアの歩道設置率を分析 

・死傷事故率 ・自動車安全性を把握するために、幹線道路の死傷事故率を把握 

3)防災性 
・緊急輸送道路の

渋滞損失時間 

・災害時の緊急輸送道路の渋滞状況を把握するために、渋滞損失時間

を分析 



交通量推計（現況）の実施

将来交通量推計を実施するにあたり、その前段で現況再現性を確認し、そのネットワークを基に

将来交通量推計を行った。

交通量推計フロー及び交通量推計（現況）の結果については、以下に示す。

 

交通量推計（現況）の実施

将来交通量推計を実施するにあたり、その前段で現況再現性を確認し、そのネットワークを基に

将来交通量推計を行った。

交通量推計フロー及び交通量推計（現況）の結果については、以下に示す。

交通量推計（現況）の実施

将来交通量推計を実施するにあたり、その前段で現況再現性を確認し、そのネットワークを基に

将来交通量推計を行った。 

交通量推計フロー及び交通量推計（現況）の結果については、以下に示す。

交通量推計（現況）の実施 

将来交通量推計を実施するにあたり、その前段で現況再現性を確認し、そのネットワークを基に

交通量推計フロー及び交通量推計（現況）の結果については、以下に示す。

▲交通量推計フロー

▲(現況)左：交通量図、右：混雑度図

（既定

（既定計画ネットワーク
等を考慮したネットワーク

将来交通量推計を実施するにあたり、その前段で現況再現性を確認し、そのネットワークを基に

交通量推計フロー及び交通量推計（現況）の結果については、以下に示す。

 ▲交通量推計フロー

左：交通量図、右：混雑度図

既定計画ネットワーク

計画ネットワーク
を考慮したネットワーク

将来交通量推計を実施するにあたり、その前段で現況再現性を確認し、そのネットワークを基に

交通量推計フロー及び交通量推計（現況）の結果については、以下に示す。

▲交通量推計フロー 

左：交通量図、右：混雑度図

計画ネットワーク） 

計画ネットワーク+構想路線
を考慮したネットワーク） 

将来交通量推計を実施するにあたり、その前段で現況再現性を確認し、そのネットワークを基に

交通量推計フロー及び交通量推計（現況）の結果については、以下に示す。

 

左：交通量図、右：混雑度図 

将来交通量推計を実施するにあたり、その前段で現況再現性を確認し、そのネットワークを基に

交通量推計フロー及び交通量推計（現況）の結果については、以下に示す。 

 

将来交通量推計を実施するにあたり、その前段で現況再現性を確認し、そのネットワークを基に

 



現状課題の分析結果

「交通機能（交通処理）」、「都市空間機能（まちづくり）」の視点から、各評価項目及び指標

を設定し分析することにより、現況道路網の課題を抽出した。

現況道路網の課題については以下に示す（赤字が課題）。

 

 
 

２． 

将来交通量推計の実施

配分ネットワークは、都市計画道路のほかに県道など相互通行可能な道路（概ね

して作成した。

定される路線（未計画路線）を反映した将来の既定計画ネットワーク

開発交通量については、

市内の開発計画は「鳥栖流通業務団地」（グリーン・ロジスティクス・パーク鳥栖）であったため、こ

れに現在計画されている以下の事業、①「新産業集積エリア」、②「駅東周辺開発」、③「味坂

周辺開発」、④「次期ごみ処理施設」について、開発交通量の追加を行った。

既定計画道路網、追

図、混雑度図）について以下に示した。

 

 

 

現状課題の分析結果

「交通機能（交通処理）」、「都市空間機能（まちづくり）」の視点から、各評価項目及び指標

を設定し分析することにより、現況道路網の課題を抽出した。

現況道路網の課題については以下に示す（赤字が課題）。

 地域の将来像と将来道路網の課題

将来交通量推計の実施

配分ネットワークは、都市計画道路のほかに県道など相互通行可能な道路（概ね

して作成した。また、この

定される路線（未計画路線）を反映した将来の既定計画ネットワーク

開発交通量については、

市内の開発計画は「鳥栖流通業務団地」（グリーン・ロジスティクス・パーク鳥栖）であったため、こ

れに現在計画されている以下の事業、①「新産業集積エリア」、②「駅東周辺開発」、③「味坂

周辺開発」、④「次期ごみ処理施設」について、開発交通量の追加を行った。

計画道路網、追

図、混雑度図）について以下に示した。

 

現状課題の分析結果 

「交通機能（交通処理）」、「都市空間機能（まちづくり）」の視点から、各評価項目及び指標

を設定し分析することにより、現況道路網の課題を抽出した。

現況道路網の課題については以下に示す（赤字が課題）。

地域の将来像と将来道路網の課題

将来交通量推計の実施 

配分ネットワークは、都市計画道路のほかに県道など相互通行可能な道路（概ね

また、このネットワークに

定される路線（未計画路線）を反映した将来の既定計画ネットワーク

開発交通量については、H17 年道路交通センサス作成時において、将来

市内の開発計画は「鳥栖流通業務団地」（グリーン・ロジスティクス・パーク鳥栖）であったため、こ

れに現在計画されている以下の事業、①「新産業集積エリア」、②「駅東周辺開発」、③「味坂

周辺開発」、④「次期ごみ処理施設」について、開発交通量の追加を行った。

計画道路網、追加を行う開発交通量及び前提条件の整理を行った

図、混雑度図）について以下に示した。

  

「交通機能（交通処理）」、「都市空間機能（まちづくり）」の視点から、各評価項目及び指標

を設定し分析することにより、現況道路網の課題を抽出した。

現況道路網の課題については以下に示す（赤字が課題）。

▼現況道路網の課題

地域の将来像と将来道路網の課題

配分ネットワークは、都市計画道路のほかに県道など相互通行可能な道路（概ね

ネットワークに加えて

定される路線（未計画路線）を反映した将来の既定計画ネットワーク

年道路交通センサス作成時において、将来

市内の開発計画は「鳥栖流通業務団地」（グリーン・ロジスティクス・パーク鳥栖）であったため、こ

れに現在計画されている以下の事業、①「新産業集積エリア」、②「駅東周辺開発」、③「味坂

周辺開発」、④「次期ごみ処理施設」について、開発交通量の追加を行った。

加を行う開発交通量及び前提条件の整理を行った

図、混雑度図）について以下に示した。 

 

「交通機能（交通処理）」、「都市空間機能（まちづくり）」の視点から、各評価項目及び指標

を設定し分析することにより、現況道路網の課題を抽出した。

現況道路網の課題については以下に示す（赤字が課題）。

▼現況道路網の課題

地域の将来像と将来道路網の課題 

配分ネットワークは、都市計画道路のほかに県道など相互通行可能な道路（概ね

加えて、現在事業中の路線、計画路線、また将来整備が想

定される路線（未計画路線）を反映した将来の既定計画ネットワーク

年道路交通センサス作成時において、将来

市内の開発計画は「鳥栖流通業務団地」（グリーン・ロジスティクス・パーク鳥栖）であったため、こ

れに現在計画されている以下の事業、①「新産業集積エリア」、②「駅東周辺開発」、③「味坂

周辺開発」、④「次期ごみ処理施設」について、開発交通量の追加を行った。

加を行う開発交通量及び前提条件の整理を行った

「交通機能（交通処理）」、「都市空間機能（まちづくり）」の視点から、各評価項目及び指標

を設定し分析することにより、現況道路網の課題を抽出した。 

現況道路網の課題については以下に示す（赤字が課題）。 

▼現況道路網の課題 

配分ネットワークは、都市計画道路のほかに県道など相互通行可能な道路（概ね

、現在事業中の路線、計画路線、また将来整備が想

定される路線（未計画路線）を反映した将来の既定計画ネットワーク

年道路交通センサス作成時において、将来

市内の開発計画は「鳥栖流通業務団地」（グリーン・ロジスティクス・パーク鳥栖）であったため、こ

れに現在計画されている以下の事業、①「新産業集積エリア」、②「駅東周辺開発」、③「味坂

周辺開発」、④「次期ごみ処理施設」について、開発交通量の追加を行った。

加を行う開発交通量及び前提条件の整理を行った

「交通機能（交通処理）」、「都市空間機能（まちづくり）」の視点から、各評価項目及び指標

配分ネットワークは、都市計画道路のほかに県道など相互通行可能な道路（概ね

、現在事業中の路線、計画路線、また将来整備が想

定される路線（未計画路線）を反映した将来の既定計画ネットワーク（既定計画道路網）

年道路交通センサス作成時において、将来 OD 表に考慮されている鳥栖

市内の開発計画は「鳥栖流通業務団地」（グリーン・ロジスティクス・パーク鳥栖）であったため、こ

れに現在計画されている以下の事業、①「新産業集積エリア」、②「駅東周辺開発」、③「味坂

周辺開発」、④「次期ごみ処理施設」について、開発交通量の追加を行った。 

加を行う開発交通量及び前提条件の整理を行った将来交通量推計結果（交通量

「交通機能（交通処理）」、「都市空間機能（まちづくり）」の視点から、各評価項目及び指標

配分ネットワークは、都市計画道路のほかに県道など相互通行可能な道路（概ね W≧5.5

、現在事業中の路線、計画路線、また将来整備が想

（既定計画道路網）を作成した。

表に考慮されている鳥栖

市内の開発計画は「鳥栖流通業務団地」（グリーン・ロジスティクス・パーク鳥栖）であったため、こ

れに現在計画されている以下の事業、①「新産業集積エリア」、②「駅東周辺開発」、③「味坂

 

将来交通量推計結果（交通量

「交通機能（交通処理）」、「都市空間機能（まちづくり）」の視点から、各評価項目及び指標

5.5ｍ）を追加

、現在事業中の路線、計画路線、また将来整備が想

を作成した。 

表に考慮されている鳥栖

市内の開発計画は「鳥栖流通業務団地」（グリーン・ロジスティクス・パーク鳥栖）であったため、こ

れに現在計画されている以下の事業、①「新産業集積エリア」、②「駅東周辺開発」、③「味坂 SIC（仮）

将来交通量推計結果（交通量

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 新産業集積エリア

② 鳥栖駅東側開発地区

③ 味坂

④ 次期ごみ処理施設

▼開発予定地区の適用する分布パターン

  

開発予定地区

新産業集積エリア 

鳥栖駅東側開発地区

味坂 SIC(仮)周辺開発地区

次期ごみ処理施設 

▲(将来（ケース

▲将来の

▼開発予定地区の適用する分布パターン

 

開発予定地区 開発交通量

 3,853

鳥栖駅東側開発地区 4,120

周辺開発地区 6,5

 685

将来（ケース 1

▲将来の既定計画ネットワーク

▼開発予定地区の適用する分布パターン

開発交通量 想定される用途

853 台 流通・工業

4,120 台 商業・住居

500 台 流通・工業

685 台 ごみ収集・処理

1）)左：交通量図、右：混雑度図

計画ネットワーク 

▼開発予定地区の適用する分布パターン

想定される用途 

流通・工業 鳥栖８区（商工団地のｿﾞｰﾝ

商業・住居 鳥栖４区（

流通・工業 鳥栖８区（商工団地のｿﾞｰﾝ

ごみ収集・処理 
施設が対象とする地域内で

分布パターンを作成

左：交通量図、右：混雑度図

 

▼開発予定地区の適用する分布パターン 

適用する分布パターン

鳥栖８区（商工団地のｿﾞｰﾝ

鳥栖４区（131 番ｿﾞｰﾝ

鳥栖８区（商工団地のｿﾞｰﾝ

施設が対象とする地域内で

分布パターンを作成 

左：交通量図、右：混雑度図 

 

 

適用する分布パターン 

鳥栖８区（商工団地のｿﾞｰﾝ） 

番ｿﾞｰﾝ） 

鳥栖８区（商工団地のｿﾞｰﾝ） 

施設が対象とする地域内で 

 

 



将来道路網の課題整理

現況道路網の課題について、現時点における将来の既定計画ネットワーク整備後の変化（課題の

悪化、改善）の把握を行い、将来道路網を設定する上での課題を整理した。

 

３． 

将来道路網の基本方針

将来道路網の課題整理を基に、課題解消のための対応を

上で基本となる方針を設定し、それに対する将来道路網の方針（案）の提案を行った

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来道路網の課題整理

現況道路網の課題について、現時点における将来の既定計画ネットワーク整備後の変化（課題の

悪化、改善）の把握を行い、将来道路網を設定する上での課題を整理した。

 将来道路網のあり方

将来道路網の基本方針

将来道路網の課題整理を基に、課題解消のための対応を

上で基本となる方針を設定し、それに対する将来道路網の方針（案）の提案を行った

 

▲将来道路網の課題

将来道路網の課題整理 

現況道路網の課題について、現時点における将来の既定計画ネットワーク整備後の変化（課題の

悪化、改善）の把握を行い、将来道路網を設定する上での課題を整理した。

▼将来の

将来道路網のあり方

将来道路網の基本方針 

将来道路網の課題整理を基に、課題解消のための対応を

上で基本となる方針を設定し、それに対する将来道路網の方針（案）の提案を行った

 

▲将来道路網の課題

現況道路網の課題について、現時点における将来の既定計画ネットワーク整備後の変化（課題の

悪化、改善）の把握を行い、将来道路網を設定する上での課題を整理した。

▼将来の既定計画ネットワークにおける課題

将来道路網のあり方 

将来道路網の課題整理を基に、課題解消のための対応を

上で基本となる方針を設定し、それに対する将来道路網の方針（案）の提案を行った

  

▲将来道路網の課題及び対応方針

現況道路網の課題について、現時点における将来の既定計画ネットワーク整備後の変化（課題の

悪化、改善）の把握を行い、将来道路網を設定する上での課題を整理した。

計画ネットワークにおける課題

将来道路網の課題整理を基に、課題解消のための対応を

上で基本となる方針を設定し、それに対する将来道路網の方針（案）の提案を行った

方針に対する将来道路網方針（案）の提案

現況道路網の課題について、現時点における将来の既定計画ネットワーク整備後の変化（課題の

悪化、改善）の把握を行い、将来道路網を設定する上での課題を整理した。

計画ネットワークにおける課題

将来道路網の課題整理を基に、課題解消のための対応を踏まえ、鳥栖市の将来道路網を構築する

上で基本となる方針を設定し、それに対する将来道路網の方針（案）の提案を行った

に対する将来道路網方針（案）の提案

現況道路網の課題について、現時点における将来の既定計画ネットワーク整備後の変化（課題の

悪化、改善）の把握を行い、将来道路網を設定する上での課題を整理した。 

計画ネットワークにおける課題 

踏まえ、鳥栖市の将来道路網を構築する

上で基本となる方針を設定し、それに対する将来道路網の方針（案）の提案を行った

に対する将来道路網方針（案）の提案

現況道路網の課題について、現時点における将来の既定計画ネットワーク整備後の変化（課題の

 

踏まえ、鳥栖市の将来道路網を構築する

上で基本となる方針を設定し、それに対する将来道路網の方針（案）の提案を行った。 

に対する将来道路網方針（案）の提案 

現況道路網の課題について、現時点における将来の既定計画ネットワーク整備後の変化（課題の

 

踏まえ、鳥栖市の将来道路網を構築する

 



将来道路網の方針（案）の設定

将来道路網の方針（案）について、各路線の交通利用の特性（交通量、平均トリップ長）及び役

割に基づき、路線の位置付けを行った。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路整備効果

将来道路網の方針（案）について、懸念される将来の課題に対する整備効果の把握を行った。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1.道路の種類の定義は、「佐賀県の都市計画」より。

※2.交通量

道路の計画交通量を参考とした。平均トリップ長

栖市から近隣主要都市（福岡市、佐賀市）までの距離を参考と

した。 

将来道路網の方針（案）の設定

将来道路網の方針（案）について、各路線の交通利用の特性（交通量、平均トリップ長）及び役

割に基づき、路線の位置付けを行った。

道路整備効果 

将来道路網の方針（案）について、懸念される将来の課題に対する整備効果の把握を行った。

 

▼道路種類の定義

道路の種類の定義は、「佐賀県の都市計画」より。

交通量 100 百台/日は、道路構造令から交通処理機能の高い

道路の計画交通量を参考とした。平均トリップ長

栖市から近隣主要都市（福岡市、佐賀市）までの距離を参考と

 

将来道路網の方針（案）の設定

将来道路網の方針（案）について、各路線の交通利用の特性（交通量、平均トリップ長）及び役

割に基づき、路線の位置付けを行った。

将来道路網の方針（案）について、懸念される将来の課題に対する整備効果の把握を行った。

  

▼道路種類の定義

道路の種類の定義は、「佐賀県の都市計画」より。

日は、道路構造令から交通処理機能の高い

道路の計画交通量を参考とした。平均トリップ長

栖市から近隣主要都市（福岡市、佐賀市）までの距離を参考と

将来道路網の方針（案）の設定 

将来道路網の方針（案）について、各路線の交通利用の特性（交通量、平均トリップ長）及び役

割に基づき、路線の位置付けを行った。 

将来道路網の方針（案）について、懸念される将来の課題に対する整備効果の把握を行った。

 

▼道路種類の定義 

▼交通機能における整備効果

道路の種類の定義は、「佐賀県の都市計画」より。

日は、道路構造令から交通処理機能の高い

道路の計画交通量を参考とした。平均トリップ長 30km

栖市から近隣主要都市（福岡市、佐賀市）までの距離を参考と

将来道路網の方針（案）について、各路線の交通利用の特性（交通量、平均トリップ長）及び役

 

将来道路網の方針（案）について、懸念される将来の課題に対する整備効果の把握を行った。

▼交通機能における整備効果

道路の種類の定義は、「佐賀県の都市計画」より。 

日は、道路構造令から交通処理機能の高い

30km は、鳥

栖市から近隣主要都市（福岡市、佐賀市）までの距離を参考と

将来道路網の方針（案）について、各路線の交通利用の特性（交通量、平均トリップ長）及び役

将来道路網の方針（案）について、懸念される将来の課題に対する整備効果の把握を行った。

※3.広域的な幹線機能の実現に向けては、関係機関との十分

な調整を図っていくこととする。

▼交通機能における整備効果 

※3 

将来道路網の方針（案）について、各路線の交通利用の特性（交通量、平均トリップ長）及び役

将来道路網の方針（案）について、懸念される将来の課題に対する整備効果の把握を行った。

広域的な幹線機能の実現に向けては、関係機関との十分

な調整を図っていくこととする。

▲将来道路網の方針（案）

 

将来道路網の方針（案）について、各路線の交通利用の特性（交通量、平均トリップ長）及び役

将来道路網の方針（案）について、懸念される将来の課題に対する整備効果の把握を行った。

広域的な幹線機能の実現に向けては、関係機関との十分

な調整を図っていくこととする。 

▲将来道路網の方針（案）

将来道路網の方針（案）について、各路線の交通利用の特性（交通量、平均トリップ長）及び役

将来道路網の方針（案）について、懸念される将来の課題に対する整備効果の把握を行った。 

広域的な幹線機能の実現に向けては、関係機関との十分

▲将来道路網の方針（案） 

広域的な幹線機能の実現に向けては、関係機関との十分



４．国・県との合同会議 

平成 28 年度に実施した市民代表者、学識経験者、国・県等の関係機関を委員とする「鳥栖市都市

計画道路見直し検討懇話会」において、鉄道交差 3 路線以外の広域的な交通動向とも整合性を図る

べきとの意見を受け、平成 29 年度において国・県・市による「鳥栖市将来道路網の方針決定に係る

合同会議」を行い、「将来道路網の方針（案）」の策定に向けた検討を行った。 

合同会議では、東西方向鉄道交差 3 路線を含む市街地の主な道路の機能強化・役割分担等につい

て検討するにあたり、国道 3 号や国道 34 号等の広域的な幹線道路を含む、広域的な交通動向の観点

から、交通（道路網）の課題である交通混雑緩和に向けて、将来道路網のあり方等の検討を行った。 

国・県と鳥栖市将来道路網の方針決定に係る合同会議は、全４回開催した。合同会議の概要につ

いて以下に示す。 

 

 

 

 

 

協 議 内 容 関 連 検 討

第1回合同会議

H29年5月25日

○現況道路網の交通課題

○将来道路網の方針検討内容

○国、県の道路ネットワークに関する情報提供

第2回合同会議

H29年9月1日

○地域の将来像の仮設定（新たな開発交通量等の設定）

○交通課題である国道34号の交通混雑緩和を目的に、味坂SIC（仮）整備等を考

慮した道路ネットワークにおける将来交通量を推計し、国道34号の交通混雑緩和

への効果等を検証

将来都市構造の検討（素案）

土地利用構想における開発構想（味坂

SIC（仮）周辺開発）（素案）

第3回合同会議

H29年11月20日

○地域道路網の現状整理（需給バランス、ネットワーク、網密度）

○地域の将来像と将来道路網の課題（都市マス検討業務等とも整合）

○将来道路網の基本方針（都市計画の基本方針は都市マス業務等とも整合）

○将来交通量推計、評価

市民アンケート結果

（高速ICや鉄道駅からのサービス時間）

将来都市構造の検討

味坂SIC（仮）周辺開発交通量

第4回合同会議

H30年2月19日

○将来道路網の検討方針について

○将来道路網の方針（案）について

市都市計画マスタープランへ反映

▼合同会議のスケジュールと協議内容 


